
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
研
究
報
告

第
一

O
集

一
九
八
六
年
三
月

交
政
五
年
三
雲
南
小
路
発
掘
記
録
の
新
資
料

|
|
青
柳
種
信
宛
て
児
玉
琢
の
書
状
に
つ
い
て
|
|

一
八
八
二
(
文
政
五
)
年
二
月
に
、
筑
前
国
恰
土
郡
三
雲
村
字
南
小
路
(
現
福

岡
県
糸
島
郡
前
原
町
三
雲
)

か
ら
多
数
の
銅
鏡
、
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
充
、
勾
玉
、

管
玉
、
ガ
ラ
ス
壁
を
副
葬
し
た
聾
棺
が
発
見
さ
れ
た
乙
と
は
、
筑
前
の
国
学
者

青
柳
種
信
が
残
し
た
い
く
つ
か
の
著
作
に
よ
っ
て
周
知
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
中
で
現
存
す
る
も
の
は
、
当
館
で
収
集
し
て
い
る
約
二

O
O
O点

の
青
柳
種
信
関
係
資
問
中
の
「
筑
前
園
恰
土
郡
三
雲
村
所
掘
出
古
器
圃
考
』
(
種

信
自
筆
本
、
文
政
六
年
初
秋
、
以
下
『
図
考
』
と
略
す
)
一
冊
、
銅
剣
と
銅
文
図
二
枚

継
紙
(
図
版
2
の
1
)
、
銅
矛
と
壁
図
二
枚
継
紙
(
図
版
2
の
2
)
お
よ
び
銅
鏡
三

面
分
の
拓
本
図
五
枚
(
図
1
)

の
み
で
あ
り
、
乙
れ
ら
の
資
料
は
す
で
に
後
藤

直
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
図
考
』
と
ほ
ぼ
同

塩

勝

屋

不リ

じ
内
容
を
な
す
種
信
自
筆
本
は
他
に
二
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。

雲
古
器
圃
考
」
(
文
政
五
年
壬
午
初
秋
)
で
あ
り
、
乙
れ
は
同
じ
恰
土
郡
の
井
原
鑓
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一
つ
は
「

溝
で
天
明
年
間
(
一
七
八
一

l
一
七
八
八
)
に
蜜
棺
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
に

関
す
る
「
同
郡
井
原
村
所
穿
山
山
古
鏡
図
」
(
文
政
六
年
四
月
)
と
、
今
津
の
寄
願

寺
所
蔵
銭
弘
倣
八
万
四
千
塔
に
関
す
る
「
登
志
山
誓
願
寺
蔵
呉
越
国
王
賓
鐸
圃

(
文
政
六
年
突
未
夏
五
月

日
)
と
を
合
せ
『
柳
園
古
器
略
考
』
(
以
下
『
略
考
』
と

略
す
)
の
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
種
信
自
筆
本
は
戦
前
ま
で
福
岡
県
立
図

書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
四
五
年
六
月
一
日
の
空
襲
で
焼
失
し
た
。

も
う
一
つ
は
『
筑
前
園
恰
土
郡
三
雲
村
古
器
図
説

全
』
(
以
下
『
図
説
』
と
略

す
)
と
題
し
た
文
政
六
年
初
秋
の
種
信
自
筆
本
で
あ
り
、

雲
南
小
路
と
井
原

鑓
溝
を
一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
は
か
つ
て
黒
川
真
道
氏
が
所
蔵

し
て
い
た
が
、

一
九
一
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
灰
煙
に
帰
し
た
。
乙
れ
ら



乙二
と種
が類
での
き種
るτ信
。)自

筆
本
は

こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
影
写
本
等
に
よ
っ
て
知
る

出
土
品
の
中
で
今
も
残
さ
れ
て
い
る
の
は
有
柄
式
銅
剣
一
口
と
、
連
弧
文
清

白
鏡
一
面
の
み
で
あ
り
、
福
岡
市
の
聖
福
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
文
政
五
年

の
発
見
地
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
三
(
大
正
十
二
)
年
に
中
山
平
次
郎
博
士
に

よ
っ
て
推
定
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

一
九
七
四
年
か
ら
一
九
八
二
年
に
か
け
て

福
岡
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
三
雲
地
区
の
発
掘
調
査
で
そ
の
正
し
さ
が
証

明
さ
れ
て
い
る
。
と
の
調
査
で
は
、
文
政
五
年
発
見
の
護
棺
の
墓
拡
(
一
号
蜜

棺
墓
)
と
、
多
数
の
銅
鏡
片
、
金
銅
四
葉
座
飾
金
具
、
ガ
ラ
ス
壁
、
ガ
ラ
ス
勾

玉
・
管
玉
な
ど
の
残
余
の
副
葬
遺
物
が
発
掘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ζ

の
墓
拡
と
隣

接
し
て
二
号
護
棺
塞
が
検
出
さ
れ
、
多
数
の
銅
鏡
、
ガ
ラ
ス
製
霊
飾
、
硬
玉
製

勾
玉
、
ガ
ラ
ス
勾
玉
な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
。

こ
の
よ
う
な
三
雲
南
小
路
遺
跡
の
内
容
は
、
弥
生
社
会
を
研
究
す
る
上
で
き

わ
め
て
高
い
考
古
学
的
価
値
を
有
し
て
お
り
、
学
史
上
青
柳
種
信
の
業
績
は
高

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
文
政
五
年
発
見
に
関
す
る

資
料
は
種
信
自
筆
の
記
録
に
限
ら
れ
、
そ
れ
は
す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
現
在
整
理
を
進
め
て
い
る
当
館
所
蔵
の
種
信
関
係
資
料
の
中
に
別
種

の
資
料
が
見
つ
か
っ
た
の
で
次
に
紹
介
し
、
若
干
の
検
討
を
加
え
た
い
。

資
料
は

『
青
柳
種
信
関
係
資
料
目
録
』

恥
一
八
九
の
書
状
(
図
版
1
)

で、

筆
跡
と
そ
の
内
容
か
ら
児
玉
琢
が
種
信
に
書
き
送
っ
た
書
簡
と
断
定
で
き
る
。

縦
一
四
・
八
畑
、
横
四
三
・
九
四
の
梼
紙
に
書
か
れ
、
継
紙
が
は
が
れ
て
後
欠

と
な
っ
て
い
る
。
当
館
所
蔵
種
信
関
係
資
料
に
は
後
に
続
く
は
ず
の
継
紙
は
発

見
で
き
ず
、
お
そ
ら
く
は
当
館
入
手
以
前
に
失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
資

料
の
重
要
性
か
ら
非
常
に
残
念
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

差
出
人
の
児
玉
琢
は
青
柳
穫
信
の
門
人
で
、

「
改
正
原
目
前
』
本
編
八
巻
附

録
二
巻
、
『
原
因
記
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
一
七
七
三
(
安
永
二
)

年
三
月
二
五
日
恰
土
郡
王
丸
村
に
生
ま
れ
、

一
八
二
九
〈
文
政
十
二
〉
年
に
五
七

歳
で
没
し
て
い
る
。
代
々
黒
田
家
の
家
臣
で
、
『
文
化
十
四
年
分
限
帳
』
に
よ

れ
ば
、
無
足
組
十
二
石
四
人
扶
持
で
あ
っ
た
。
韓
は
琢
、
字
は
成
器
、
文
吾
と

称
し
た
。
一
七
八
八
(
天
明
八
)
年
三
月
七
日
に
福
岡
藩
西
学
問
所
(
甘
裳
館
)

一
八
二
一
(
文
政
四
)
年
四
月
十
八
日
に
青
柳
種
信
の
『
筑
前
園
続
風

に
入
学
、

一
八
二
八
(
文
政
十
一
)
年
七
月
十

六
日
に
自
筆
稿
本
二
十
三
巻
を
種
信
に
提
出
し
て
ハ
ル
れ
。

土
記
拾
遺
』
編
纂
の
手
伝
い
を
命
ぜ
ら
れ
、
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次
に
こ
の
書
状
の
釈
文
を
紹
介
す
る
。

三
雲
村
江
罷
越

此
節
堀
M
W

品

致

詮
儀
M
W
処

先
日
役
所
江
差
出
置
M
W

去
三
日
初
而
堀
出
作
分
ハ

昨
九
日
ニ

堀
上
外
分
ハ
明
十
二
日
役
所
江

持
出
作
筈
ニ
付
持
出
M
W
役
人

貴
宅
江
罷
出
M
W
様
申
談
置
怜

直
ニ
御
問
A
口
被
下
皮
M
仰

先
有
情

左
ニ
書
記
M
仰

村
方
・
8
指
出
之
略



一
鑓
二
本但

一
全
鏡
五
ツ

一
破
鏡但

手ノ

一
土
瓶
二

〆

今
の
袋
鑓
之
様
也

銅
の

鋳
物
と
見
ゆ
る

壱
本
ハ
三
-
一
折

損
無
之

百
七
ツ
全
鏡
弐
拾
七
と
相
見
M
W

口
径

鯨
尺

壱
尺
八
寸

深
サ三
尺
二
寸

(
後
欠
)

乙
の
書
状
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
雲
南
小
路
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
遺
物

に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
書
か
れ
た
日
付
は
文
政
五
年
二
月
一

O
日
と
考
え
ら

れ
る
。
種
信
が
『
略
考
』
を
著
わ
し
た
の
が
文
政
五
年
初
秋
で
あ
る
乙
と
か

ら
、
三
雲
南
小
路
に
関
す
る
最
も
早
い
時
期
の
記
録
と
い
え
る
。
き
わ
め
て
短

か
い
記
述
で
あ
る
が
、
種
信
自
筆
本
の
内
容
を
補
強
す
る
文
言
も
あ
り
、
従
来

の
種
信
資
料
と
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。

発
見
の
状
況

銅
鉾
(
実
際
は
銅
文
)
、

種
信
の
『
略
考
』
に
は
二
月
二
日
に
銅
剣
、

朱
入

り
小
査
な
ど
の
棺
外
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
、
郡
庁
に
届
け
出
た

後
、
郡
命
に
よ
っ
て
そ
の
下
の
合
口
蜜
棺
を
掘
り
上
げ
た
日
付
に
は
触
れ
て
い

な
い
。
児
玉
琢
の
書
状
に
は
(
以
下
『
書
状
』
と
略
す
)
、
最
初
の
発
見
が
二
月
三

日
で
あ
り
、
そ
の
時
に
見
つ
か
っ
た
遺
物
は
役
所
(
お
そ
ら
く
は
恰
土
郡
役
所
)

に
提
出
さ
れ
て
い
た
乙
と
、
二
度
目
の
発
掘
が
二
月
九
日
で
あ
り
、
出
土
品
は

二
月
一
二
日
に
役
所
に
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
乙
の

乙
と
か
ら
、
三
雲
南
小
路
の
発
見
遺
物
は
一
括
し
て
恰
土
郡
役
所
に
提
出
さ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
聖
福
寺
所
蔵
の
銅
剣
と
銅
鏡
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
同

寺
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
前
者
が
二
月
三
日
発
見

分
、
後
者
が
二
月
九
日
発
見
分
で
あ
り
、
郡
役
所
に
保
管
さ
れ
た
出
土
品
が
何

ら
か
の
事
情
で
そ
の
後
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
書
状
』
に

も
種
信
の
著
作
に
も
発
見
者
の
名
前
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

け
れ
ど
も
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
巻
一
百
四
十
二
の
三
雲
村
の
条
に
、
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「
(
前
略
〉
文
政
五
年
壬
午
二
月
、
村
民
、
三
笛
茂
八
、
細
石
社
ノ
西
半
町
、

団
関
ノ
土
中
ヲ
穿
テ
、
白
銅
鏡
三
十
五
枚
、
駄
鯉
併
殺
寸
徐
銅
矛
三
本
、
銅

叙
一
口
丸
町
出
セ
リ
、
鏡
台
一
ツ
ノ
聾
の
中
ニ
話
喰
ア
リ
、
矛
剣
ハ
外
ニ
在

一
枚
ハ
隷
文
四
十
字
ア
リ
、
其
飴
ハ
字
体
小
家
且
破
裂
シ
テ

鏡
背
ニ
銘
ア
リ
、

ッ
、
カ
ス
、
或
ハ
紋
ノ
ミ
ニ
テ
銘
字
ナ
キ
モ
ノ
多
シ
、
西
土
漢
説
以
前
ノ
物
ト

見
ュ
、
上
代
貴
族
ノ
人
ヲ
葬
リ
シ
地
ナ
ル
ヘ
シ
(
後
略
)
」

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
乙
の
文
の
構
成
は
、
種
信
編
纂
の
『
筑
前
間
続
風
土

記
拾
遺
』
と
共
通
し
て
い
る
が
、

「
三
笛
茂
八
」

と
い
う
発
見
者
の
名
前
は
初

三
雲
村
の
農
長
清
四
郎
宅
の
南
隣

出
で
あ
る
。
『
図
考
』
に
記
す
発
見
地
は
、

で
同
人
所
有
の
畑
で
あ
っ
た
。
清
四
郎
は
三
雲
村
の
庄
屋
で
三
宮
姓
を
称
し
て

い
る
こ
と
か
一
円
、
茂
八
は
そ
の
縁
故
の
者
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。



法
九
骨
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図1 文政五年発見の鋭 ((lH5)は 『硲考』の図，(6H8)は当館所蔵拓本)
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ら
れ
る
も
の
の
、

九
州
大
学
教
養
部
玉
泉
館
所
蔵
の
「
三
苫
文
書
」
に
も
消
問
郎
の
名
前
は
認
め

天
明
四
年
の
金
印
発
見
に
関
す
る
よ
う
な
凶
出
文
芹
(
い
わ

ゆ
る

『
百
姓
甚
兵
衛
口
上
書
』)
は
現
在
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

出

土

品

一一月
九
日
に
発
師
さ
れ

一二

日
に
郡
役
所
に
提
出
す
る
予
定
の
「
村
方
ぷ

指
山山之
略
」
は
、
鎚
二
本
、
全
鋭
五
ッ

、
破
鏡
百
七
ッ
、
土
瓶
二
と
な

っ
て
お

り
、
合
口
聾
棺
と
棺
内
副
葬
品
で
あ
る
。
但
し
、
種
信
の

『略
考
』
等
に
記
さ

れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
壁

・
勾
玉

・
管
玉
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
最
初

の
二
月
三
日
に
発
見
さ
れ
た
造
物
は
待
外
副
葬
品
と
考
え
ら
れ
、
銅
剣
一
、
銅

文
一

、
朱
入
小
琵
一
で
あ
り
、
『
略
考
』
の
図
と
当
館
所
蔵
資
料

(図
版
2
の
1
)

に
銅
剣
と

銅
文
の
具

聖福寺所蔵連弧文清白鋭

本
'
門
戸
4
M
V

イ

f
7
7

状
が
捕
か

~'L 

て

し、

る。

『
主
同

状
』
に
記

す
二
月
九

日
発
掘
の

棺
内
副
葬

図2

口
問
の
内
、

鎚
は
中
細

銅
矛
の
乙

と
で
あ
り
、
「但

壱
本
こ
で
一
折
」
と
い
う
記
述
も
種
信
の
図
に
正
確
に
描

か
れ
て
い
る
(
図
版
2
の
2
)
。
と
乙
ろ
が
鏡
と
聾
棺
に

つ
い

て
は
新
し
い
事
実

が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
少
し
立
ち
入
っ
て
み
よ
う
。

鏡児
玉
琢
は
「
全
鏡
五
ツ
損
無
之

破
鏡
百
七
ツ
但
シ
全
鏡
弐
拾
七
と
相
見

候」

と
種
信
に
報
告
し
て
い
る
。
乙
れ
は
琢
が
実
際
に
鏡
を
検
分
し
て
の
報
告

で
あ
る
か
ら
信
想
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
い
え
る
。
乙
れ
に
よ
れ
ば
、
破
損
し

て
い
な
い
完
形
鏡
が
五
面
、
破
砕
鏡
一

O
七
片
で
そ
れ
ら
は
二
七
面
分
と
判
定

し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
乙
れ
を
種
信
の
著
作
と
比
較
す
る
と
、
ま
ず
鋭
の

総
数
に
つ
い
て
は

『
略
考
』

・
『
図
考
』

と
も
「
大
小
三
十
五
函
」
、
「
都
合
三
十
五

面
」
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
分
類
し
た
記
述
で
は
、
①
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九
寸
で
背
丈
が
無
く
、

圏
三
匝
を
も
ち
縁
が
薄
く
青
緑
色
の
も
の
一
面
、
②
径

六
寸
三
分
で
雷
文
を
も
ち
、
縁
が
簿
く
青
緑
色
の
も
の

一
面
、
①
径
五
寸
五
分

で
悶
悶
七
重
が
あ
り
、
第
三
国
と
第
七
閣
に
銘
文
が
あ
る
の
一
面
、
@
径
五
寸

三
分
で
純
緑
色
、
九
園
で
背
文
重
国
と
第
五
図
に
二
重
の
銘
文
が
あ
る
も
の
一

面
、
①
径
六
寸
の
も
の
二
面
、
⑤
径
五
寸
九
分
の
も
の
六
商
、
⑦
径
五
寸
四
分

の
も
の
四
面
、
@
径
五
寸
三
分
の
も
の
十
四
百
と
な
っ
て
お
り
合
計
三

O
面
に

し
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
①
は
三
弦
組
重
圏
彩
画
鏡

(図
1
の

ω)、
②
は

①
は
重
閤
斜
角
雷
文
帯
精
白
鏡

(図
1
の間)、

④

四
乳
雷
文
鏡

(図
l
の凶)、

は
重
圏
清
白
銃

(図
1
の
凶)、

⑤
以
下
の
二
六
面
は
連
弧
文
鋭
で
あ
り
、
そ
の

内
一
面
が

『
略
考
』

に
図
示
さ
れ
、
聖
福
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
(
図
1
の
同
・

図
2
〉
。

乙
の
鋭
の
直
径
は
二
ハ
・
四
個
で
あ
り
、
⑦
の
径
五
寸
四
分
の
も
の
四

面
中
の
一
面
で
あ
ろ
う
。



当
館
所
蔵
の
拓
本
は
三
面
分
で
あ
り
、
後
藤
直
氏
が
報
告
し
た
よ
う
に
、

a

鏡
(
図
1
の
矧
)
が
③
と
同
一
鏡
、

b
鏡
(
図
1
の
剛
)
と

c
鏡
(
図
1
の

m)
は

『
略
考
』
の
図
と
は
別
の
鏡
で
あ
る
。

b
鏡
は
重
圏
清
白
鏡
で
銘
帯
は
二
つ
あ

り
、
二
重
の
銘
帯
を
も
っ
鏡
は
③
と
④
を
合
わ
せ
三
面
と
な
る
。
こ
れ
は
『
略

考
』
の
「
二
重
の
識
あ
る
も
の
此
ノ
二
鏡
の
み
な
り
」
と
い
う
記
述
と
矛
盾
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
復
原
直
径
二
ハ
佃
は
五
寸
三
分
と
な
り
、
@
の
十
四
面
中

一
面
に
分
類
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

C
鏡
は
直
径
一
六
・
五
個
の

連
弧
文
清
白
鏡
で
、
聖
福
寺
所
蔵
鏡
と
同
じ
よ
う
に
、
⑦
の
径
五
寸
四
分
の
も

の
四
面
中
の
一
面
と
考
え
ら
れ
る
。

福
岡
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
三
雲
南
小
路
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
文

政
五
年
発
掘
の
掘
り
跡
〈
一
号
聾
棺
墓
の
墓
拡
)
か
ら
多
く
の
鏡
片
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
分
類
整
理
し
た
柳
田
康
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
『
略
考
』
の
図

と
接
合
で
き
る
の
が
、
三
弦
鑑
重
圏
彩
画
鏡
(
図
1
の川〉、

ー
の
凶
)
、
重
圏
斜
角
雷
文
帯
精
白
鏡
(
図
1
の悶)、

四
乳
雷
文
鏡
(
関

連
弧
文
清
白
鏡
(
図
1
の

問
、
聖
福
寺
所
蔵
鏡
)
の
四
面
分
で
、
当
館
所
蔵
拓
本
で
は

a
鏡
の
ほ
か
に
b
鏡

が
あ
る
。
残
り
の
鏡
片
は
、
連
弧
文
清
白
鏡
片
一
二
、
重
圏
清
白
鏡
片
一
、
清

白
鏡
片
三
、
縁
片
八
、
鉦
二
が
あ
り
、
文
政
五
年
の
発
掘
が
相
当
荒
か
っ
た
と

と
が
知
ら
れ
る
。

『
略
考
』
と
『
図
考
』
と
は
、
別
の
項
で
「
恨
ら
く
ハ
掘
出
せ
し
時
に
、
来

鋤
に
砕
か
れ
て
百
余
片
と
な
り
、
僅
に
全
き
物
二
三
面
の
み
」
、
「
は
じ
め
此
鏡

を
掘
出
た
り
し
時
に
、
諸
人
骸
て
競
取
る
に
、
手
に
従
ひ
て
悉
く
砕
け
た
り
。

後
ニ
ハ
両
手
に
の
せ
て
静
に
取
上
て
、
地
に
置
し
か
ハ
醇
る
事
な
か
り
し
と

云
。
土
を
発
せ
し
時
は
銅
質
柔
轄
に
し
て
碍
易
し
、
取
上
て
静
に
地
に
暫
し
置

ぬ
れ
ば
、

と
い
う
村
民
か
ら
聞
い
た
鏡
の

漸
く
硬
固
に
な
り
し
と
い
へ
り
。
」

発
掘
状
況
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
種
信
が
実
際
に
検
分
し
た

鏡
は
「
百
余
片
」
で
あ
っ
て
、

『
書
状
』
に
記
す
「
破
鏡
百
七
ッ
、
但
し
全
鏡

二
十
七
と
相
見
候
」
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
書
状
』
の
「
全
鏡
五
ツ
損
無

之
」
は
、
百
七
片
の
鏡
と
は
別
の
破
損
し
て
い
な
い
完
形
鏡
と
解
さ
れ
る
が
、

種
信
は
乙
れ
に
つ
い
て
は
見
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ζ

れ
は
『
略
考
』
の
図

に
も
当
館
所
蔵
の
拓
本
に
も
完
形
鏡
が
認
め
ら
れ
な
い
乙
と
か
ら
も
う
な
ず
け

ょ
う
。し
た
が
っ
て
、
文
政
五
年
に
発
掘
さ
れ
た
鏡
は
、
二
・
三
面
の
完
形
に
近
い

鏡
を
含
む
三
十
面
と
完
形
鏡
五
面
と
す
れ
ば
、
都
合
三
十
五
面
と
な
っ
て
総
数

『
略
考
』
に
は
あ
っ
て
『
図
考
』
で
は

削
除
さ
れ
て
い
る
「
又
古
鏡
四
面
」
と
い
う
囲
み
は
、
検
分
し
て
い
な
い
別
の

鏡
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、
『
書
状
』
に
あ
る

は
種
信
の
記
述
と
一
致
す
る
。

ま
た
、
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「
全
鏡
五
ツ
」
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
種
信
が
『
略
考
』
の
「
三
雲
古
器
国
考
」
を
著
わ
し
た
の
が
文
政

五
年
初
秋
で
あ
り
、
二
月
一
二
日
に
郡
役
所
へ
提
出
さ
れ
た
は
ず
の
出
土
品
を

検
分
す
る
ま
で
一
定
の
期
間
が
あ
っ
た
乙
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
聞
に
完
形

の
鏡
五
面
は
何
ら
か
の
事
情
で
散
逸
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

聾

棺

ヨ
ヨ
ユ
フ
サ

『
図
考
』
に
記
す
聾
棺
の
形
状
は
、
「
大
蜜
二
口
其
口
と
口
と
を
会
て
横
臥

し
め
で
あ
り
。
(
中
略
)
其
聾
腔
リ
二
尺
許
、
深
サ
三
尺
余
、
二
口
と
も
に
同
し
程

ツ

ナ

カ

タ

カ

マ

ヘ

な
り
。
費
の
腹
に
帯
二
筋
有
、
縄
を
繋
ベ
き
構
と
見
へ
た
り
。
全
株
ハ
乙
れ
も

素
焼
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
に
よ
る
と
、
合
口
蜜
棺
で
上
蜜
・
下
蜜

と
も
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
も
の
、
胴
部
に
二
条
の
凸
帯
を
も
っ
型
式
で
あ
る
乙



と
が
わ
か
る
が
、
大
き
さ
に
つ
い

て
は
抽
象
的
で
あ
る
。
『
略
考
』
に
は
朱
入
小

査
と
聾
棺
と
思
わ
れ
る
図
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
郵
相
の
方
は
二
条
の

凸
得
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
の
形
は
瓶
の
よ
う
で
あ
り
、
極
信
の
観

察
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
き
わ
め
て
稚
拙
な
図
と
い
う
べ
き
で
あ
る
(
図
3

)

0

「害
状
」
に
は
懇
棺
を
「
土
瓶
二
」
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
寸
法
が
書
か

れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
口
径
鯨
尺
一
尺
八
寸
は
約
六
八

同
じ
大
き
さ
と
思
わ
れ
る
。

-
凹
叩、

深
さ
三
尺
二
寸
は
士
二

・
六

叩
と
な
り
、
上
認

・
下
部
と
も
ほ
ぼ

一
九
八

一
年
に
稲
岡
県
教
育
委
員
会
が
行
な
っ
た
三
雲
南
小
路
地
区
の
発
掘

調
査
で
は
、
乙
の
郵
棺
(
一
号
郡
山
棺
)
の
細
片
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
口
縁
部

の
特
徴
か
ら
弥
生
中
期
後
半
の
型
式
で
あ
る
。
隣
接
し
て
発
掘
さ
れ
た
二
号
裂

棺
は
同
形
同
大
の
惑
を
も
ち
い
た

接
口
式
の
合
口
部
棺
で
あ
る

(図

4
)
。
上
部
は
底
部
付
近
を
欠
損

し
、
復
元
器
高
は
=
二

叩、

縁
外
径
八
三

叩、

口
縁
内
径
六
五

叩、

胴
部
最
大
径
八
七

m
を
測

る。

口
縁
部
は
少
し
傾
斜
を
も
っ

逆
L
字
形
を
呈
し
、
胴
は
や
や
膨

み
を
も
ち
口
縁
か
ら
五

0
1
六

O

叩
の
付
近
で
最
大
径
と
な
る
。

口

縁
下
に
断
面
台
形
の
貼
付
凸
帯
が

一
本
、
胴
部
最
大
径
よ
り
下
位
に 口
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断
面
コ
の
字
形
凸
帯
を
め
ぐ
ら
す
。
下
蜜
は
器
高
一
二
ニ
畑
、

口
縁
外
径
九

O

個
、
口
縁
内
径
七
一
個
、
胴
部
最
大
径
八
九
叩
の
大
き
さ
で
、

口
縁
部
は
上
部

平
坦
面
に
丸
味
を
も
っ
逆

L
字
形
を
呈
し
、

口
縁
下
に
一
本
、
胴
部
最
大
径
の

下
位
に
二
本
の
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
乙
の
墾
棺
は
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
一

O
号
聾
棺
と
同
一
型
式
と
さ
れ
る
も
の
で
、
弥
生
中
期
後
半
の
年
代
が
与
え
ら

れ
る
。こ
れ
ら
の
所
見
と
『
害
状
』
の
記
述
を
比
較
す
る
と
、

「
口
径
」

を
口
縁
内

径
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
二
号
蜜
棺
の
下
費
に
近
い
数
値
と
な
り
、
器
高
も

ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
号
措
置
棺
は
大
き
さ
・
型
式
と
も
に
二
号

聾
棺
に
近
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
種
信
が
残
し
た
図
は
伝
聞
に
よ
っ
て
描
い
た

も
の
と
考
え
事
り
れ
よ
う
。

四

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
児
玉
琢
が
青
柳
積
信
に
宛
て
た
書
状
は
、
文

政
五
年
の
三
雲
南
小
路
発
掘
直
後
の
記
録
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
種
信
の
諸
著

作
を
補
い
、
資
料
的
価
値
は
少
く
な
い
。
特
に
鏡
に
つ
い
て
は
新
し
い
事
実
が

含
ま
れ
て
お
り
、
種
信
の
記
録
で
は
知
ら
れ
な
い
他
の
五
面
が
存
在
し
た
可
能

性
を
示
し
て
い
る
。
乙
れ
は
種
信
の
記
述
自
身
に
認
め
ら
れ
る
矛
盾
と
の
検
討

の
結
果
に
よ
る
も
の
だ
が
、
今
後
さ
ら
に
追
及
す
べ
き
問
題
で
も
あ
り
、
先
学

諸
氏
の
御
批
判
、
御
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

本
小
文
を
草
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
当
館
所
蔵
青
柳
種
信
関
係
資
料
の

整
理
・
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
九
州
大
学
文
学
部
学
生
麻
生
善
三
氏
の
御
教
示

に
よ
る
も
の
で
、
資
料
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
一
角
田
茂
広
氏
の
御
指
導
を
得

た
。
両
氏
に
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
一
九
八
六
・
一
・
一
四
)

註

(

1

)

吉
良
国
光
編

福
岡

(

2

)

後
藤
直
青
柳
種
信
の
考
古
資
料
H
l三
雲
南
小
路
と
井
原
鑓
講
に
関
す
る
資
料

-
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
研
究
報
告
五
一
九
八
一
福
岡

(

3

)

『
略
考
』
は
鹿
島
九
平
の
「
鉾
之
記
」
を
付
し
、
一
九
三
O
年
一
月
に
森
本
六
爾

の
解
説
を
そ
え
て
福
岡
市
東
西
文
化
社
よ
り
限
定
五
O
部
が
刊
行
さ
れ
た
。
一
九

七
六
年
に
文
献
出
版
か
ら
乙
の
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
図
説
』
は
一
九

三
O
年
八
月
刊
行
の
『
筑
前
須
玖
史
前
遺
跡
の
研
究
』
(
京
都
帝
国
大
学
文
学
部

考
古
学
研
究
報
告
第
十
一
冊
)
に
写
真
版
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

(

4

)

中
山
平
次
郎
三
雲
南
小
路
に
於
け
る
特
殊
埋
蔵
物
発
掘
地
点
考
古
学
雑
誌
十

一
一
丁
九
一
九
二
三
墓
尽

(

5

)

柳
田
康
雄
編
三
雲
遺
跡
|
南
小
路
地
区
編
|
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
六

九
福
岡
県
教
育
委
員
会
一
九
八
五
福
岡

(

6

)

福
岡
県
立
図
書
館
編
筑
前
郷
土
誌
解
題
一
九
三
三
福
岡

〈

7
)

井
上
忠
編
黒
田
三
落
分
限
帳
福
岡
地
方
史
談
話
会
一
九
七
八
福
岡

ハ
8
〉
糸
島
郡
教
育
会
編
糸
島
郡
誌
一
九
二
七
福
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